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企画に当たって

識者に問う

昨年 11月、岸田政権は成長戦略の主軸となる「スタートアップ育成 5か年計画」を打ち出した。
日本経済の浮揚の契機となるのか。
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2022 年 11 月、岸田政権は「スター

トアップ育成 5か年計画」を打ち出

した。ユニコーンの 100 社創出、ス

タートアップの 10 万社創出を目指

す。またスタートアップへの投資額

を 5年後の 2027 年度に 10 兆円規模

を目標にする。現在の10倍の水準だ。

日本はこれまでにも、スタートアッ

プの育成に取り組んできたが、効果

があったのか。日本の現状をどう理

解し、また今回の政府の取り組みを

どう評価すべきか。

スタートアップを増やし、成長を促

す鍵は何か。

最前線で活躍する専門家に聞いた。

スタートアップを人生の
「普通の選択肢」に
する社会へ



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

日
本
経
済
の
潜
在
成
長
率
は
、「
失
わ
れ
た
三
〇
年
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
長
期
的
に
低
下
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

に
み
れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
や
グ
リ
ー
ン
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
大
変
革
が
起
こ
っ
て
い
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
主
導
し

て
い
る
の
は
、
大
企
業
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
企
業
群
で
あ
る
。
米
国
の
三
〇
年
前
の
時
価
総
額
上
位
一
〇
社
の
中

に
は
、
現
在
一
〇
位
以
内
を
占
め
る
テ
ス
ラ
も
、
ア
マ
ゾ
ン
も
グ
ー
グ
ル
も
い
な
か
っ
た
。
起
業
家
が
、
社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
し
、

そ
れ
ま
で
考
え
も
つ
か
な
か
っ
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
掲
げ
て
次
々
と
育
つ
土
壌
は
、
米
国
だ
け
で
は
な
く
、
北
欧
や
イ
ス
ラ
エ

ル
、
そ
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
ア
ジ
ア
の
国
々
で
も
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
動
向
や
、
解
決
す
べ
き
社
会
課
題
の
大
き

さ
を
考
え
れ
ば
、
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
多
く
の
人
が
起
業
に
挑
戦
し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
育
っ
て
健
全
な
競
争
が
促
進
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
次
々
と
生
ま
れ
、
新
陳
代
謝
を
伴
い
な
が
ら
生
産
性
が
向
上
し
、
経
済
が
活
性
化

す
る
必
要
が
あ
る
。

政
府
の
成
長
戦
略
で
も
、
二
〇
二
二
年
一
一
月
に
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育
成
五
か
年
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。
計
画
で
は
、
現
在

八
〇
〇
〇
億
円
規
模
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
投
資
額
を
、
五
年
後
の
二
〇
二
七
年
に
一
〇
倍
を
超
え
る
規
模
に
す
る
と
さ
れ
る
。
そ
の

三
本
柱
は
、
①
人
材
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
②
事
業
成
長
の
た
め
の
資
金
供
給
や
出
口
戦
略
の
多
様
化
、
③
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
柱
に
さ
ま
ざ
ま
な
具
体
的
な
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
、
一
体
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
か
ね
て
か
ら
何
度
と
な
く
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育
成
策
は
実
行
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
回
の
五
か
年
計
画
は
、
成
長
戦
略
の
主

軸
と
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
を
本
格
化
し
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
規
模
を
拡
大
す
る
た
め
の
包
括

的
な
方
策
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
現
在
、
こ
の
計
画
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
従
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
実
行
さ
れ
る
過
程
に
あ
る
が
、

一
方
で
、
さ
ら
に
検
討
を
深
め
る
べ
き
課
題
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
最
前
線
で
日
々
尽
力
さ
れ

て
い
る
専
門
家
の
方
々
に
、
日
本
の
現
状
に
対
す
る
見
方
と
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育
成
の
た
め
に
さ
ら
に
必
要
な
施
策
を
う
か
が
っ
た
。

課
題
は
や
は
り
、
人
材
が
集
ま
る
流
れ

ま
ず
日
本
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
現
状
は
、
課
題
は
ま
だ
多
く
あ
る
も
の
の
、
期
待
ど
お
り
気
勢
は
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
の
見
方
が

多
い
。
Ａ
Ｉ
研
究
の
第
一
人
者
で
そ
の
門
下
生
の
多
く
が
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
挑
戦
し
て
い
る
東
京
大
学
教
授
の
松
尾
豊
氏
は
、
政
府
が

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
重
要
で
あ
り
応
援
す
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
と
指
摘
し
て
い
る
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ

ャ
ピ
タ
ル
の
グ
ロ
ー
ビ
ス
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
で
活
躍
す
る
高
宮
慎
一
氏
も
、
明
ら
か
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
は
増
え
て

き
た
が
、
日
本
の
経
済
規
模
か
ら
す
れ
ば
、
よ
り
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
企
業
が
生
ま
れ
て
よ
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
巡
る
環
境
は
徐
々
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
が
、
解
決
で
き
て
い
な
い
課
題
も
多
い
。
ま
ず
、
第
一
は

や
は
り
人
材
の
問
題
で
あ
る
。
松
尾
氏
も
、
自
然
に
優
秀
な
人
材
が
集
ま
る
流
れ
を
創
る
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
ほ
か
、
高
宮
氏
も
人

日
本
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育
成
、

い
ま
向
き
合
う
べ
き
課
題
は

―
多
く
の
人
が
起
業
に
挑
戦
し
、
健
全
に
新
陳
代
謝
す
る
国
に

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
／
日
本
総
合
研
究
所
理
事
長

ԧ
ඦ
߹
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KEY
WORDS

の
支
援
の
下
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
民
間
機
関
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
責
任
者
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ネ

オ
氏
は
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
で
重
要
な
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
携
を
支
援
し
、
変
化
す
る
環
境
に
よ
っ
て
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
機
敏
に
対
応
す
る
こ
と
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
日
本
は
も
っ
と
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
加
速
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

翁
百
合
（
お
き
な
・
ゆ
り
）

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
日
本
総
合
研
究
所
理
事
長
。
京
都
大
学
博
士
（
経
済
学
）。
経
済
産
業
省
産
業
構

造
審
議
会
委
員
、
新
し
い
資
本
主
義
実
現
会
議
委
員
等
、
公
職
多
数
。

材
の
流
動
性
を
高
め
る
日
本
な
ら
で
は
の
施
策
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
ア
ク
セ

ラ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
率
い
て
い
る
小
田
島
伸
至
氏
は
、
政
府
の
役
割
と
し
て
重
要
な
の
は
、
挑
戦
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
人

た
ち
の
心
理
的
安
全
性
を
確
保
し
、
起
業
を
「
普
通
の
挑
戦
」
に
す
る
こ
と
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
北
欧
の
よ
う
な
、
失
敗
へ
の
許
容
度

の
高
い
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕
組
み
を
考
え
る
重
要
性
も
示
唆
さ
れ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
教
育
を
始
め
る
こ
と
の
意
義
も

複
数
の
人
よ
り
主
張
さ
れ
た
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
魅
力
を
伝
え
、
中
学
・
高
校
時
代
か
ら
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
は
今
後
不
可
欠
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
起
業
家
だ
け
で
な
く
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
人
材
の
質
や
量
も
も
っ
と
厚
く
す
る
必
要
が

あ
る
。
再
生
医
療
分
野
の
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
株
式
会
社
ケ
イ
フ
ァ
ー
マ
の
経
営
者
で
あ
る
福
島
弘
明
氏
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ

タ
ル
の
目
利
き
力
の
向
上
が
重
要
な
課
題
と
指
摘
し
て
い
る
。

エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
求
め
ら
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
携
支
援
と
機
動
的
対
応

第
二
に
、
資
金
面
で
の
課
題
も
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
福
島
氏
が
強
調
す
る
の
は
、
日
本
で
は
新
規
株
式
上
場
（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）
後
も

継
続
し
て
支
援
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
東
京
証
券
取
引
所
グ
ロ
ー
ス
市
場
（
注
）
は
時
価
総
額
が
小
規
模

で
も
上
場
で
き
る
反
面
、
上
場
後
の
資
金
の
出
し
手
は
ほ
と
ん
ど
が
個
人
投
資
家
で
あ
る
。
海
外
の
投
資
家
か
ら
み
て
も
、
中
核
投
資
家

が
存
在
し
な
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
は
魅
力
を
感
じ
な
い
と
の
見
方
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

大
企
業
か
ら
の
投
資
拡
大
に
向
け
た
政
策
に
加
え
て
、
大
企
業
と
の
連
携
を
よ
り
容
易
に
し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
「
出
口
」
に
お
け
る

大
企
業
と
の
Ｍ
＆
Ａ
な
ど
の
選
択
肢
の
拡
大
を
図
る
こ
と
も
重
要
だ
。
松
尾
氏
、
小
田
島
氏
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
大
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
成
功
確
率
を
向
上
さ
せ
、
多
く
の
人
の
挑
戦
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

第
三
に
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
い
か
に
効
果
的
に
機
能
さ
せ
る
か
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
政
府

起
業
へ
の
挑
戦
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
育
つ
土
壌
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育
成
五
か
年
計
画

（
注
）
高
い
成
長
可
能
性
を
有
す
る
新
興
企
業
中
心
の
市
場
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識　者　に　問　う

KEY
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KEY
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日
本
の
現
状
と

政
府
の
取
り
組
み
を

ど
う
評
価
す
る
か
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
増
や
し
、

成
長
を
促
す
鍵
は
何
か
。

インタビュー実施：2023 年 1 月～ 2023 月 3 月
聞き手：鈴木壮介（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）、関島梢恵（同）

起業に挑戦しやすいエコシステム、
大企業は M&A を
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進化を続けるスタートアップの
エコシステムに機敏に対応する

アクション・コミュニティー・フォー・
アントレプレナーシップ（ACE）最高経営責任者フローレンス・ネオ

੓෎ͱۀىՈͷڮ౉͠ɺۀىՈਫ਼ਆͷৢ੒ɺάϩʔόϧߟࢥ

人材の流動性を促進し、
日本ならではのエコシステムを目指せ

グロービス・キャピタル・パートナーズ 代表パートナー高宮慎一

σΧίʔϯɺελʔτΞοϓಛ۠ɺಠࣗͷΤίγεςϜ

心理的な安全性を確保し、スタートアップ
への参画が当たり前の環境を作る

ソニーグループ株式会社 事業開発プラットフォーム Startup Acceleration
部門 副部門長 Sony Startup Acceleration Program 責任者小田島伸至

৺ཧతͳ҆શੑɺී௨に௅ઓͰ͖る࢓૊Έɺେۀاͱ࿈ܞ

株式会社ケイファーマ 代表取締役社長福島弘明
IPO 後の支援と、

「目利き人材」活用による VC の投資拡大
த௕ظͷαϙʔτɺ໨ར͖ਓࡐɺΞϯτϨϓϨφʔγοϓڭҭͷ推ਐ
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識
者
に
問
う

日
本
の
現
状
と
政
府
の
取
り
組
み
を
ど
う
評
価
す
る
か
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
増
や
し
、
成
長
を
促
す
鍵
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

ى
ۀ
ʹ
௅
ઓ
し
や
す
͍
Τ
ί
γ
ス
ς
Ϝ
、

େ
ا
ۀ
は
̢
ˍ
̖
を

দ
ඌ
๛

東
京
大
学
大
学
院

工
学
系
研
究
科

教
授

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
対
す
る
気
勢
は
、
期
待
ど
お
り
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
今
は
ま
だ
、
米
国
の
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
比
較
す
れ
ば
日
本
の
市
場
規
模
は
小
さ
い
が
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
取
り
囲
む
エ

コ
シ
ス
テ
ム
は
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
繰
り
返
し
て
指
数
的
に
成
長
す
る
。
成
功
例
が
一
つ
出
る
と
、
起
業
の

や
り
方
が
普
及
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
者
が
増
え
て
い
く
。
そ
う
し
て
参
入
が
活
発
化
す
る
と
、
次
第
に
投
資

の
仕
組
み
も
整
備
さ
れ
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
Ｖ
Ｃ
）
を
通
じ
て
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
転
移
が

起
こ
る
。
一
見
、
成
長
が
遅
い
よ
う
に
思
え
て
も
、
継
続
し
て
取
り
組
め
ば
、
日
本
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
も
や

が
て
大
き
く
成
熟
す
る
の
で
、
悲
観
し
な
く
て
も
よ
い
。

今
の
日
本
人
に
必
要
な
の
は
、
ま
ず
は
事
業
を
始
め
る
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。
や
っ
て
み
て
う
ま
く
い
く

な
ら
加
速
し
、
ダ
メ
な
ら
す
ぐ
や
め
る
と
い
う
よ
う
に
、
自
由
に
ど
ん
ど
ん
挑
戦
す
る
こ
と
だ
。
挑
戦
を
喚

起
す
る
段
階
か
ら
、
先
回
り
し
て
課
題
を
並
べ
挙
げ
る
こ
と
は
、
や
ら
な
い
理
由
づ
く
り
に
し
か
な
ら
ず
意

味
が
な
い
。
最
初
か
ら
完
璧
に
は
で
き
な
い
が
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
力
を
つ
け
る
の
に
何
よ
り
大
切
な
の

は
、
起
業
家
が
自
分
で
動
き
な
が
ら
考
え
、
乗
り
越
え
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
国
が
年
度
ご
と
に
予
算

の
計
画
ど
お
り
の
執
行
に
固
執
し
、
お
仕
着
せ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
を
実
施
し
て
も
良
い
こ
と
は
な
い
。

政
府
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
強
く
押
し
出
し
た
。
政
府
に
は
、
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
を
応
援
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
続
け
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
多
く
の
人
が
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

を
良
い
も
の
と
感
じ
て
、
自
然
と
優
秀
な
人
材
が
集
ま
る
流
れ
を
醸
成
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
非
常
に
重
要

で
あ
る
。
技
術
に
習
熟
し
、
失
う
も
の
が
少
な
い
学
生
起
業
家
は
既
に
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
大
企
業
に
就

職
す
る
よ
り
リ
ス
ク
が
少
な
い
と
考
え
て
い
る
。「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
、
人
生
の
リ
ス
ク
を
取
る
こ
と
」

と
い
う
社
会
の
風
潮
を
変
え
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
欲
し
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
国
は
大
企
業
に
対
し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
買
収
、
い
わ
ゆ
る
Ｍ
＆
Ａ
を
強
く
促
す
べ

き
だ
。
今
の
日
本
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
出
口
戦
略
は
、
新
規
株
式
上
場
（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）
に
比
べ
て
、
Ｍ
＆
Ａ

が
少
な
す
ぎ
る
。
Ｍ
＆
Ａ
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
と
っ
て
「
小
さ
な
成
功
」
だ
。
成
功
体
験
が
増
え
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
成
功
確
率
が
上
が
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
挑
戦
し
や
す
く
な
る
。
思
い
切
っ
た
挑
戦

を
し
づ
ら
い
大
企
業
に
と
っ
て
も
、
う
ま
く
い
っ
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
買
う
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
お
り
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
上
で
も
重
要
だ
。

第
一
線
の
人
工
知
能
研
究
者
で
あ
り
、
基
礎
研
究
か
ら
社
会
実
装
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
幅
広
く
手
掛
け
る
。
同
研
究
室
か
ら
多

く
の
起
業
家
を
輩
出
し
、
創
業
さ
れ
た
企
業
は
「
松
尾
研
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
客
員
研

究
員
、
東
京
大
学
工
学
系
研
究
科
准
教
授
等
を
経
て
、
二
〇
一
九
年
よ
り
現
職
。
二
〇
一
七
年
に
日
本
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
協
会
を
設

立
し
、
理
事
長
に
就
任
。
新
し
い
資
本
主
義
実
現
会
議
有
識
者
構
成
員
。
人
工
知
能
学
会
理
事
、
情
報
処
理
学
会
理
事
な
ど
も
歴
任
。
専

門
は
人
工
知
能
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
。
東
京
大
学
工
学
部
電
子
情
報
工
学
科
卒
業
、
同
大
学
院
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
工
学
）。

松
尾
豊
（
ま
つ
お
・
ゆ
た
か
）

松尾豊〔2015〕

人工知能は人間を超えるか
ディープラーニングの先にあるもの

角川 EPUB選書

ス
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識
者
に
問
う

日
本
の
現
状
と
政
府
の
取
り
組
み
を
ど
う
評
価
す
る
か
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
増
や
し
、
成
長
を
促
す
鍵
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

ਓ
ࡐ
の
ྲྀ
ಈ
ੑ
を
促
ਐ
し
、

日
本
ͳ
Β
Ͱ
は
の
Τ
ί
γ
ス
ς
Ϝ
を
໨
ࢦ
ͤ

ߴ
ٶ
৻
Ұ

グ
ロ
ー
ビ
ス
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表
パ
ー
ト
ナ
ー

本
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
の
歴
史
の
短
さ
に
反
し
て
、
急
速
に
発
展
し
た
。
米

国
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
歴
史
は
六
〇
年
に
も
及
ぶ
が
、
日
本
は
た
か
だ
か
四
半
世
紀
で
あ
る
の
に
も

関
わ
ら
ず
、
シ
リ
ア
ル
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
大
企
業
で
の
経
営
経
験
者
、
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ァ
ー
ム
出
身
者
な
ど
多
く
の
優
秀
な
起
業
家
が
現
れ
、
資
金
供
給
の
担
い
手
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
ル
も
勃
興
し
、
エ
コ
ス
テ
ム
発
展
の
両
輪
と
な
っ
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
以
来
、
政
府
の
果
た
し
た

役
割
も
大
き
い
。
政
府
は
直
接
投
資
に
加
え
、
大
企
業
の
業
績
を
後
押
し
し
、
新
た
な
成
長
源
と
し
て
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
連
携
・
投
資
を
促
進
し
た
。
結
果
、「
ユ
ニ
コ
ー
ン
（
時
価
総
額
一
〇
〇
〇
億
円
超
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
）」
は
、
第
一
号
の
メ
ル
カ
リ
が
二
〇
一
八
年
に
上
場
し
て
以
降
、
四
年
で
三
〇
社
超
が
登
場
し
た
。

日
本
の
経
済
規
模
か
ら
す
る
と
、
よ
り
多
く
の
ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業
が
生
ま
れ
、
時
価
総
額
一
兆
円
以
上
の

「
デ
カ
コ
ー
ン
」
が
生
ま
れ
て
も
よ
い
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
踏
襲
す
る
形
の
岸
田
政
権
の
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
育
成
五
か
年
計
画
」
は
、
さ
ら
な
る
後
押
し
と
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
政
府
の
役
割
は
、
新
技
術
に
は

適
切
な
ル
ー
ル
を
設
定
し
、
一
方
で
不
要
な
規
制
は
緩
和
し
、
海
外
か
ら
の
投
資
や
Ｍ
＆
Ａ
を
呼
び
込
む
法

日制
度
の
設
計
が
本
分
だ
ろ
う
。
直
接
投
資
は
民
間
の
投
資
が
つ
き
に
く
い
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
（
注
）
や
バ
イ
オ
、

国
策
領
域
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
そ
の
他
の
領
域
は
市
場
原
理
、
民
間
に
委
ね
る
べ
き
だ
。
ま
た
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
効
果
を
測
る
上
で
、
ユ
ニ
コ
ー
ン
数
や
時
価
総
額
だ
け
で
な
く
、
経
済
効
果
、
雇
用
創
出
、
海
外

で
の
売
上
創
出
な
ど
を
可
視
化
す
れ
ば
、
国
も
民
間
も
資
源
を
よ
り
一
層
投
下
し
や
す
く
な
る
。

資
金
供
給
の
課
題
は
解
決
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
次
の
課
題
は
人
材
の
流
動
性
だ
。
米
国
は
総
報
酬
が
高
い
一

方
、
解
雇
が
容
易
で
、
有
望
な
新
領
域
に
人
材
が
集
ま
る
構
造
だ
。
日
本
は
、
総
じ
て
は
雇
用
の
保
障
は
維

持
し
つ
つ
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
、
特
区
に
限
定
し
て
解
雇
規
制
を
緩
和
す
る

な
ど
、
日
本
に
合
っ
た
形
で
流
動
性
を
出
す
試
み
が
必
要
だ
。
大
企
業
人
材
の
複
業
や
リ
ス
キ
リ
ン
グ
促
進

も
有
効
だ
。
ま
た
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
モ
デ
ル
の
模
倣
に
留
ま
ら
ず
、
日
本
な
ら
で
は
の
魅
力
を
生
か
し

た
独
自
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
べ
き
だ
。
例
え
ば
ベ
ル
リ
ン
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
ア
ー
ト
の
中
心
地

で
あ
る
こ
と
を
生
か
し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
人
材
を
呼
び
込
み
、
カ
ル
チ
ャ
ー
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
多
く
輩
出
し
て
い
る
。
日
本
も
、
食
、
安
全
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
や
歴
史
的
文
化
、

マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
な
ど
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
梃
子
に
、
世
界
中
か
ら
人
材
を
集
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。

同
社
は
、
ア
ー
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
か
ら
、
起
業
家
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
資
金
の
み
な
ら
ず
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
、
人
材
面
で
総
合
的
に
支
援

す
る
日
本
初
の
本
格
的
ハ
ン
ズ
オ
ン
型
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
し
て
、
一
九
九
六
年
に
創
業
。
同
氏
は
、
デ
ジ
タ
ル
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア

領
域
を
担
当
し
、メ
ル
カ
リ
、ア
イ
ス
タ
イ
ル
、ラ
ン
サ
ー
ズ
な
ど
投
資
担
当
先
の
多
数
が
高
成
長
。
Ｆ
ｏ
ｒ
ｂ
ｅ
ｓ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
「
日

本
で
最
も
影
響
力
の
あ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資
家
ラ
ン
キ
ン
グ
」
二
〇
一
八
年
に
一
位
、
二
〇
一
五
年
に
七
位
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
位
。
戦

略
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
の
ア
ー
サ
ー
・
Ｄ
・
リ
ト
ル
を
経
て
、
参
画
。
東
京
大
学
経
済
学
部
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
Ｍ
Ｂ
Ａ
卒
。

高
宮
慎
一
（
た
か
み
や
・
し
ん
い
ち
）

（
注
）基
礎
研
究
、技
術
開
発
な
ど
か
ら
取
り
組
む
、技
術
が
コ
ア
と
な
る
領
域
。商
用
化
ま
で
長
期
間
・
膨
大
な
投
資
が
必
要
と
さ
れ
る
。

高宮慎一〔2018〕

起業から企業へ
4つのステージの乗り越え方

DIAMOND ハーバード・ビジネス・レビュー論文 Kindle Edition
ダイヤモンド社
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識
者
に
問
う

日
本
の
現
状
と
政
府
の
取
り
組
み
を
ど
う
評
価
す
る
か
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
増
や
し
、
成
長
を
促
す
鍵
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

৺
ཧ
త
ͳ
҆
શ
ੑ
を
֬
อ
し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
΁
の

ࢀ
ը
͕
౰
ͨ
り
લ
の
؀
ڥ
を
࡞
る

খ
ా
ౡ
৳
ࢸ

ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社

事
業
開
発
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

S
tartup A

cceleration

部
門

副
部
門
長

S
ony S

tartup A
cceleration 

P
rogram

責
任
者

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
挑
戦
す
る
人
は
増
え
た
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
起
業
の
難
易
度
は
高
い
。
今
は

ま
だ
、
大
リ
ー
グ
野
球
へ
の
挑
戦
を
切
り
開
い
た
野
茂
英
雄
の
よ
う
に
、「
超
優
秀
で
」「
超
勇
気
の

あ
る
」
一
握
り
の
人
が
飛
び
込
む
世
界
だ
。
野
茂
の
時
代
に
は
、
渡
米
し
た
ら
も
う
日
本
に
は
戻
る
場
所
が

な
か
っ
た
。
今
で
は
多
く
の
人
が
大
リ
ー
グ
に
挑
戦
し
、
う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
、
日
本
に
帰
っ
て
ま
た
頑

張
る
こ
と
も
で
き
る
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
挑
戦
も
、
リ
ス
ク
の
高
い
特
別
な
道
で
は
な
く
、
普
通
の
人

が
当
た
り
前
に
挑
戦
で
き
る
選
択
肢
に
し
て
い
く
。
そ
れ
を
担
え
る
の
は
政
府
し
か
な
い
。
精
神
論
で
は
な

く
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
に
対
応
す
る
段
階
に
来
て
い
る
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
経
営
者
は
資
金
繰
り
に
追
わ
れ
、
時
間
の
三
分
の
一
を
費
や
し
て
い
る
。
起
業
家
本

来
の
仕
事
で
あ
る
新
た
な
価
値
の
創
出
に
存
分
に
打
ち
込
め
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
資
金
提
供
の
手
段
を
充

実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
政
府
は
助
成
金
を
も
っ
と
利
用
し
や
す
く
す
る
と
と
も
に
、
大
企
業
が
内
部
留
保

や
利
益
の
中
か
ら
一
定
率
を
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
投
資
や
育
成
に
拠
出
す
る
こ
と
を
制
度
化
し
て
は
ど
う

か
。
制
度
が
あ
れ
ば
、
今
ま
で
積
極
的
投
資
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
株
主
へ
の
説
明
責
任
も
解
決
で
き
る
。

ま
た
、
い
き
な
り
起
業
し
て
リ
ス
ク
に
挑
む
の
で
は
な
く
、
事
前
に
起
業
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
実
践
で
き
る
場

を
増
や
し
て
、
挑
戦
の
確
度
を
高
め
る
施
策
も
重
要
だ
。
そ
の
た
め
、
政
府
が
官
民
連
携
を
深
め
て
ア
ク
セ

ラ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
そ
の
も
の
に
資
金
を
提
供
す
る
。
さ
ら
に
、
事
業
の
成
功
確
率
を
高
め
る
た
め
、

大
企
業
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
連
携
を
容
易
に
す
る
政
策
を
実
施
し
、
出
口
の
多
様
性
を
広
げ
る
こ
と
も
有

効
だ
。
加
え
て
、
社
会
全
体
の
認
知
度
を
高
め
る
こ
と
も
、
政
府
に
期
待
さ
れ
る
役
割
だ
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
を
義
務
化
し
た
こ
と
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
裾
野
が
広
が
っ
た
よ
う
に
、
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
魅
力
を
伝
え
、
認
知
度
を
上
げ
る
教
育
を
定
期
的
に
提
供
す
る
こ
と
も
有
効
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
政
府
の
役
割
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
「
心
理
的
な
安
全
性
」
を
担
保
す
る
こ
と
と
い
え

る
。
い
わ
ば
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
一
攫
千
金
を
夢
み
る
仕
事
で
は
な
く
、
一
般
企
業
で
の
働
き
方
に
近
づ

け
る
こ
と
で
あ
る
。
私
が
赴
任
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
起
業
家
は
、
無
理
だ
と
思
っ
た
ら
、
事
業
を
や
め
て
別

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
の
が
手
厚
い
失
業
給
付
だ
。
政
府
に
は
、
起
業
を

普
通
の
挑
戦
に
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
作
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ス

チャールズ・A・オライリー、マイケル・L・タッシュマン〔2022〕

両利きの経営
「二兎を追う」戦略が未来を切り拓く』

（増補改訂版）

入山章栄監修、冨山和彦解説、渡部典子訳、東洋経済新報社

ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社
で
、
企
業
内
外
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創
出
と
事
業
運
営
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
「Sony

Startup
Acceleration

Program

（
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｐ
）」
の
責
任
者
を
務
め
る
。
ソ
ニ
ー
株
式
会
社
（
現
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社
）
入
社
後
、
北
欧

へ
赴
任
し
三
年
で
ゼ
ロ
か
ら
三
〇
〇
億
円
の
事
業
立
ち
上
げ
を
実
現
。
帰
国
後
、
本
社
事
業
戦
略
部
門
を
経
て
二
〇
一
四
年
に
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｐ

を
立
案
、
国
内
外
で
ゼ
ロ
か
ら
二
三
の
新
規
事
業
を
創
出
。
取
締
役
と
し
て
株
式
会
社
エ
ニ
グ
モ
、
株
式
会
社
サ
プ
リ
ム
の
事
業
経
営
に

も
携
わ
る
。
二
〇
一
六
年
経
済
産
業
省
主
催

第
二
回
日
本
ベ
ン
チ
ャ
ー
大
賞
イ
ン
ト
ラ
プ
レ
ナ
ー
賞
受
賞
。
東
京
大
学
工
学
部
卒
業
。

小
田
島
伸
至
（
お
だ
し
ま
・
し
ん
じ
）
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識
者
に
問
う

日
本
の
現
状
と
政
府
の
取
り
組
み
を
ど
う
評
価
す
る
か
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
増
や
し
、
成
長
を
促
す
鍵
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

̞
̥
̤
ޙ
の
ࢧ
ԉ
と
、

ủ
໨
ར
͖
ਓ
ࡐ
Ứ
׆
༻
ʹ
Α
る
̫
̘
の
౤
ࢿ
֦
େ

෱
ౡ
߂
໌

株
式
会
社
ケ
イ
フ
ァ
ー
マ

代
表
取
締
役
社
長

田
政
権
が
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育
成
を
支
援
す
る
政
策
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

そ
の
う
え
で
、
対
応
す
べ
き
課
題
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
政
府
の
計
画
は
五
か

年
だ
が
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育
成
の
政
策
構
想
の
射
程
は
一
〇
年
以
上
で
あ
る
べ
き
だ
。
新
規
株
式
上
場（
Ｉ

Ｐ
Ｏ
）
は
投
資
家
に
と
っ
て
ゴ
ー
ル
で
は
あ
っ
て
も
、
起
業
家
自
身
に
と
っ
て
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
。
上
場

後
、
さ
ら
に
成
長
し
な
け
れ
ば
ユ
ニ
コ
ー
ン
は
生
ま
れ
な
い
。
Ｉ
Ｐ
Ｏ
に
こ
ぎ
着
け
た
後
、
起
業
後
期
の
成

長
投
資
に
対
応
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
Ｖ
Ｃ
）
は
少
な
く
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
し
た
途
端
に
支
援
が
な
く

な
る
の
は
問
題
だ
。
Ｉ
Ｐ
Ｏ
以
降
の
成
長
戦
略
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
視
野
に
入
れ
、
中
長
期
的
な
育
成
の
展
望

と
対
応
策
を
持
つ
こ
と
が
、
ユ
ニ
コ
ー
ン
を
生
む
土
台
と
な
る
と
考
え
る
。

二
つ
目
は
、
Ｖ
Ｃ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
正
当
に
評
価
・
支
援
で
き
る
「
目
利
き
人
材
」
を
、
も
っ
と
活
用

さ
せ
る
こ
と
だ
。
政
府
は
二
〇
二
七
年
度
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
投
資
額
を
一
〇
兆
円
規
模
に
引
き
上
げ

る
。
こ
の
こ
と
自
体
は
歓
迎
し
た
い
が
、
目
利
き
人
材
が
不
足
し
て
い
る
た
め
に
、
実
体
が
伴
っ
て
い
な
い
。

特
に
バ
イ
オ
系
な
ど
専
門
知
識
が
要
求
さ
れ
、
結
果
が
出
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
分
野
だ
。
創
薬
ベ
ン
チ

ャ
ー
の
中
に
は
独
自
の
創
薬
開
発
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
早
期
に
マ
ネ
タ
イ
ズ
す
る
企
業
も
あ
る

も
の
の
、
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
だ
か
ら
こ
そ
、
大
手
製
薬
企
業
で
も
出
せ
な
い
薬
で
グ

ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ッ
グ
テ
ッ
ク
に
成
長
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
目
利
き
人
材
の
活
用
を
促
し
、
可
能
性
が
あ

る
企
業
に
政
策
資
金
が
届
き
、
製
品
化
に
た
ど
り
着
け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
べ
き
だ
。

昨
年
（
二
〇
二
二
年
）、
政
府
は
「
創
薬
ベ
ン
チ
ャ
ー
エ
コ
シ
ス
テ
ム
強
化
事
業
」
を
公
募
し
た
が
、
採

択
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
、
わ
ず
か
二
社
。
応
募
資
格
は
、
認
定
し
た
Ｖ
Ｃ
八
社
が
「
出
資
に
値
す
る
」

と
判
断
し
た
企
業
に
限
定
し
て
い
た
の
に
少
な
過
ぎ
だ
。
Ｉ
Ｐ
Ｏ
達
成
時
に
資
金
提
供
が
停
止
さ
れ
る
仕
組

み
に
も
課
題
が
残
る
。
制
度
を
創
っ
て
も
、
判
断
が
厳
し
す
ぎ
て
結
局
資
金
提
供
し
な
い
の
で
は
、
そ
の
趣

旨
に
も
と
る
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
日
本
で
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
関
心
の
あ
る
人
が
多
く
な
い
の
も
問
題
だ
。
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
の
起
業
マ
イ
ン
ド
は
ま
だ
低
く
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
積
極
的
に
参
加
し
よ
う
と
い
う
人
が
少
な
い
。
大

学
も
「
知
を
社
会
に
還
元
す
る
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
教
員
、
研
究
者
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。
中
学
生
や
高

校
生
と
い
っ
た
若
年
世
代
の
う
ち
か
ら
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
を
推
進
し
、
起
業
の
成
功
事
例
や

魅
力
を
伝
え
、
日
本
全
体
で
起
業
マ
イ
ン
ド
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

慶
應
義
塾
大
学
発
の
医
療
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
あ
る
ケ
イ
フ
ァ
ー
マ
の
代
表
取
締
役
。
ケ
イ
フ
ァ
ー
マ
は
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
た
創
薬
事
業

と
再
生
医
療
事
業
を
行
う
。
大
学
の
研
究
成
果
を
実
用
化
し
、
医
療
分
野
で
の
社
会
貢
献
を
目
指
す
。
一
九
八
八
年
に
エ
ー
ザ
イ
に
入
社
。

二
〇
年
以
上
研
究
開
発
畑
を
歩
む
。
こ
の
間
、
エ
ー
ザ
イ
ボ
ス
ト
ン
研
究
所
に
も
四
年
間
駐
在
。
そ
の
後
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
非
常

勤
講
師
、
特
任
准
教
授
を
経
て
、
二
〇
一
六
年
に
同
大
学
医
学
部
の
岡
野
栄
之
教
授
、
中
村
雅
也
教
授
と
共
に
ケ
イ
フ
ァ
ー
マ
を
設
立
し
、

現
職
。
広
島
大
学
大
学
院
博
士
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
Ｍ
Ｂ
Ａ
。

福
島
弘
明
（
ふ
く
し
ま
・
こ
う
め
い
）

ウォルター・アイザックソン〔2011〕

スティーブ・ジョブズ I・II
井口耕二訳
講談社

岸
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識
者
に
問
う

日
本
の
現
状
と
政
府
の
取
り
組
み
を
ど
う
評
価
す
る
か
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
増
や
し
、
成
長
を
促
す
鍵
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

ਐ
Խ
を
ଓ
͚
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
Τ
ί
γ
ス
ς
Ϝ
ʹ

ػ
හ
ʹ
ର
Ԡ
す
る

ϑ
ϩ
ー
Ϩ
ϯ
ス
ɾ

ω
Φ

ア
ク
シ
ョ
ン
・
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
・

フ
ォ
ー
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
Ａ
Ｃ
Ｅ
）

最
高
経
営
責
任
者

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
だ
け
で
な
く
、
国
の
成
長
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
は
こ
の
こ
と
に
一
早
く
気
づ
き
、
一
九
九
九
年
に
は
一
〇
億
ド
ル
の
フ
ァ
ン
ド

を
設
立
し
て
、
著
名
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
Ｖ
Ｃ
）
の
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
招
致
し
た
。
そ
し
て
、

起
業
家
精
神
を
さ
ら
に
強
力
に
促
進
す
る
た
め
に
発
足
さ
せ
た
の
が
Ａ
Ｃ
Ｅ
だ
。二
〇
〇
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。

Ａ
Ｃ
Ｅ
は
起
業
家
精
神
の
伝
道
師
と
い
え
る
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
耳
、
目
、
そ
し
て
口
と
な
っ
て
、
起

業
家
の
声
を
代
弁
し
、
政
府
と
起
業
家
の
橋
渡
し
を
し
て
い
る
。
新
規
企
業
に
対
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

や
海
外
進
出
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
市
場
の
分
析
、
メ
ン
タ
ー
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
の
機
会
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
意
見
交
換
会
、
ハ
ッ
カ
ソ
ン
、
起
業
家
の
デ
モ
イ
ベ
ン
ト
、
ベ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
な
ど
を
定
期
的
に
開
催
し
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
全
体
の
連
携
を
円
滑
、
か
つ
強
固
な
も
の
と
し
て
い
る
。

高
等
教
育
機
関
や
、
専
門
職
・
管
理
職
・
経
営
者
・
技
術
者
と
い
っ
た
高
度
専
門
職
、
そ
し
て
成
人
学
習
者

に
、
起
業
家
精
神
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
は
、
経
済
の
課
題
を
解
決
す
る
う
え
で
重
要
だ
。
エ
コ
シ
ス
テ
ム

は
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。（
21
ペ
ー
ジ
参
照
。）

スＡ
Ｃ
Ｅ
は
設
立
当
初
、
貿
易
産
業
省
の
下
部
組
織
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
四
年
に
民
間
主
導
の
非
営
利
団

体
へ
改
編
し
た
。
こ
れ
は
二
つ
の
利
点
を
も
た
ら
し
た
。
一
つ
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
代
弁
者
と
し
て
政

策
決
定
に
与
え
る
影
響
力
だ
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
は
大
臣
の
後
押
し
を
受
け
つ
つ
も
、
民
間
出
身
の
起
業
家
が
会
長
を

務
め
る
。
そ
の
た
め
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
全
体
に
関
わ
る
政
策
決
定
に
影
響
を
与
え
る
有
利
な
立
場
を
維
持
で

き
る
。
同
時
に
、
関
係
者
が
直
面
す
る
課
題
に
共
に
向
き
合
う
こ
と
が
可
能
だ
。
も
う
一
つ
の
利
点
は
、
戦

略
的
、
組
織
的
な
柔
軟
性
だ
。
政
府
と
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
起
業
家
を
擁
護
す
る
。

進
化
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
シ
ー
ン
の
中
で
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
機
敏
に
対
応
す
る

こ
と
で
、
不
確
実
な
時
代
で
も
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
成
功
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
思
考
が
不
可
欠
だ
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
は
世
界
の

一
七
都
市
と
協
力
関
係
を
結
び
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
海
外
市
場
へ
迅
速
に
参
入
す
る
こ
と
を
支
援
し
て
い

る
。
二
〇
一
七
年
に
は
福
岡
市
と
覚
書
を
締
結
し
、
両
者
の
協
力
に
よ
る
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
た
。
Ａ
Ｃ
Ｅ

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
日
本
市
場
へ
の
進
出
を
支
援
し
、
日
本
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
対

し
て
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ひ
い
て
は
東
南
ア
ジ
ア
等
へ
の
入
り
口
を
提
供
し
て
い
る
。
最
近
も
福
岡
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
企
業
を
招
い
た
ピ
ッ
チ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
促
進
に

向
け
、
活
動
し
て
い
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
機
関
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
最
高
経
営
責
任
者
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
企
業
、
高
等
教
育
機
関
、

リ
ス
ク
キ
ャ
ピ
タ
ル
、
公
共
セ
ク
タ
ー
の
五
つ
の
柱
に
焦
点
を
当
て
、
政
府
と
連
携
し
つ
つ
、
起
業
家
精
神
や
新
た
な
成
長
機
会
の
促
進
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育
成
を
目
指
す
。
長
年
、
起
業
家
と
し
て
高
級
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
で
活
躍
。
高
等
教
育
や
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
（
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
）
な
ど
の
業
界
で
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
組
織
開
発
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
に
携
わ
り
、
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
起
業
家
精
神
の
確
立
を
提
唱
し
て
き
た
。
二
〇
二
二
年
よ
り
現
職
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
卒
業
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）。

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ネ
オ
（Florence

Neo

）

Inderjit Singh Dhaliwal〔2022〕
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データで 見る 「普通の選択肢」にする社会へ
スタートアップを人生の

೔ຊͷϕϯνϟʔۀاͷग़ޱɿࣾ਺ͷ推Ҡʢ��������� ೥ʣڥ؀ۀىͱۀىにରするϚΠϯυͷࡍࠃൺֱʢ����೥ʣ

γϯΨϙʔϧͷελʔτΞοϓࢧԉؔػʮ"$&ʯ

注）参加国 2,000 人以上の成人（18 ～ 64 歳）を無作為抽出した、成人人口調査（APS）。2022 年は 173,000 人が参加。「起業する
意志がある」は、「今後 3 年以内に起業する予定があるか」という質問に YES と答えた人の割合。

出所）GEM（2022）Global Entrepreneurship Monitor 2022/2023 Adapting to a “New Normal”．

注）ACE はシンガポールのスタートアップエコシステムの発展とチャンピオン企業の育成に寄与する公益の民間機関。1,300 社以上の
スタートアップ企業、2,000 人以上の会員を誇る。

出所）ACE 公式ホームページ、福岡市プレスリリース（2017）「シンガポールのスタートアップ支援機関 ACE との MOU を締結し、
スタートアップのシンガポールへの展開を支援します！」（ともに 2023 年 3 月 20 日アクセス）をもとに NIRA 作成。

注）「売却」はセカンドリーファンド、その他第三者への売却など事実上の処分を示す。
出所）一般社団法人ベンチャーエンタープライズセンター（2022）『ベンチャー白書 2022』

注 1）日米ともに、「レイター」ステージのデータは、「エクスパンション」ステージの数値を含む。
注 2）投資額の対 GDP 比は、2021 年の平均為替レート 1 ドル 109.75 円を使用して算出。
出所）一般社団法人ベンチャーエンタープライズセンター（2022）『ベンチャー白書 2022』、World Bank, World Development

Indicators.（2023）. Population total, GDP （current US$）.（ともに 2023 年 3 月 23 日アクセス）をもとに NIRA 作成。
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活動例：
BACECAMP
　7 週間のスタートアップ
　育成プログラム
海外事業展開支援
　現地の VC との対面支援
　福岡市など、世界各都市
　との覚書締結

現場の声を反映した
政策提案

課題、知見、リソースの共有
資金援助や制度整備

エコシステムのインフラ構築

資金援助
投資機会

オープンイノベーション

技術革新とイノベーションの最前線
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ACE
Action Community for

Entrepreneurship
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周囲で起業した人がいる 起業に有利な環境がある 起業する意志がある
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2021 年	 M&A：IPO
日本� �1：2
アメリカ 7.5：1

（1,357 社：181 社）

2021

その他

会社経営者等による買戻し

売却

償却・清算

M&A

IPO132

64

2020

129

40

86

47

2018
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2019
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シード アーリー レイター
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46 件
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31 件
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シード アーリー レイター
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